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環 境 配 慮 検 討 書 
 
 

津建第  ４８５  号 
平成２２年１２月１５日 

 
三重県環境調整システム推進会議部会長 様 
 

津建設事務所長 
 
三重県環境調整システム推進要網第４条の規定に基づき提出します。 

 
 
 
対象事業の名称 二級河川相川水系河川整備計画 

担当課名 津建設事務所 事業推進室 流域課 
連絡先 

担当者職・氏名 課長代理  野呂 守 電話番号 052-223-5212 

 



１ 事業の計画の名称、目的及び内容 

(1)名称 二級河川相川水系河川整備計画 

(2)目的 本整備計画では、二級河川相川水系の洪水時の河川水位を低下させ、整備計画目

標流量を安全に流すことを目的として、河床掘削、引堤等を計画している。 

整備計画目標流量は、過去の流域内の浸水被害や流域内のバランス等を考慮し、

相川本川では、下流の市街地区間（河口から2.4k付近）と天神川は概ね20年に1

度程度発生すると予想される降雨、中上流の堀込み河道、山付き部、農地を流下す

る区間については、概ね 10 年に 1 度発生すると予想される降雨に対して被害を防

ぐことを目標とし、基準地点相川橋において 150m3/s の流量を安全に流下させる河

道を整備する。 

(3)事業主体 津建設事務所 

①計画地の位置 

※位置図を添付すること 

津市 

②建物・施設等の概要 

（用途、規模、面積、配置

図等） 

※配置図を添付すること 

河川改修 

 相 川 0.0km付近から5.5km付近 

 天神川 0.9km付近から1.7km付近 

③用水の使用計画 

 

水系全体で慣行水利 11 件の水利権があり、すべて

農業用水としての取水である。取水口は、相川で7ヶ

所、天神川で4ヵ所となっている。 

河川改修によりこれらの施設を改築・移設する場合に

は、これらの現況機能を担保する。 

④エネルギーの使用計画 

 

なし 

⑤雨水、汚水の排水の計画 

 

雨水：周辺の雨水排水を極力受け入れられるように、

計画高水位を堤内地盤高程度にする。 

⑥道路・交通計画 

 

 相川、天神川には橋梁が数多く架橋されているた

め、河川改修により橋梁の架け替えが必要な場合に

は、現況機能と同等な機能を担保する。 

(4)計画内容 

⑦工期 概ね30年間 

(5)関連事業

計画 

 

 

 

なし 

(6)その他 

 

 

 

 

なし 

 



２ 計画地の社会的条件の現況等 

①交通の現

況 
 
 
 
 

交通については、現在、ＪＲ紀勢本線、近鉄名古屋線の鉄道や県を

縦断する主要幹線である国道23号、国道165号が横過している。さら

に、伊勢自動車道・久居インターが立地しており、中勢バイパス等の

高規格道路も流域内に建設中である。 

 

②土地利用

の現況 
 
 
 
 

流域の土地利用状況（平成20年時点）は、山林が約5％、水田や畑

地等の農地が 35％、宅地等の市街地が約 60％となっている。昭和 30

年代の土地利用状況と比較すると、水田及び山地の割合が大きく減少

する一方で、市街地の割合が大きく増加しており、流域内の土地利用

は、大きく変化している。 

 
③水域利用

の現況 
 
 
 
 

河川水の利用に関しては、古くからかんがい用水として利用され、

水系全体で慣行水利11件の水利権があり、すべて農業用水としての取

水である。取水口は、相川で7ヶ所、天神川で4ヵ所となっている。 

慣行水利の年間合計取水量は最大で 0.284m3/s であり、慣行水利の合

計受益面積は24.2haとなっている。 

 

 

(1)計画地の 
社会的条

件の現況 

④生活関連

施設の現

況 
 
 
 

生活関連施設の立地状況 
ａ．学校施設：天神川沿川：高茶屋保育園、市立高茶屋小学校、県立

城山特別支援学校 
ｂ．医療施設：天神川沿川：県立こころの医療センタ－、ひおきクリ

ニック 
ｃ．文化施設：津競艇 
ｄ．その他：脇田山団地、三重県運転免許センタ－ 
 
 

①自然環境

保全地域

等の指定

状況 
 
 

自然環境保全地域（地区）、自然公園地域（区域）、鳥獣保護区の指定

状況 
 a. 自然環境保全地域（地区）：指定なし 
b. 自然公園地域（区域）：指定有り 
     伊勢の海県立自然公園 
c. 鳥獣保護区：指定有り 
     鳥獣保護区及び特定猟具使用禁止区域 

(2)関係法令 
等による

地域の指

定・規制状

況 

②土地利用

規制の現

況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市計画法、農業地域振興法、森林法等の規制状況 
 a. 都市計画法        ：規制有り 

b. 農業地域振興法    ：規制有り 

c. 森林法等          ：規制有り 

d. 砂防法            ：規制有り 

e. 地すべり等防止法 ：規制有り 

f. 急傾斜地災害防止法：規制有り 

g. 河川法      ：規制有り 

h. 海岸法            ：規制有り 

i. 文化財保護法      ：規制有り（埋蔵文化財包蔵地） 

 

 

 
 



３ 計画地の自然的条件の現況 

文献調査 文献名 

土地分類図（地形分類図） 三重県 1975  

国土庁土地局国土調査課監修 

土地分類図（表層地質図-平面的分類図-）  

三重県 1975 国土庁土地局国土調査課監修 
現地調査の有無 有 ･ 無（実施日時   ） 聴取調査の有無 有 ･ 無 

(1)地形 
・地質 

調査結果等 
 
 
 

地形：流域の地形は、上流域にわずかに起伏量100m以下の小起伏

丘陵地が広がるのみで概ね平坦である。中流域には砂礫台地が

広がり、川沿いには氾濫原で、主に砂礫層からなる扇状地性低

地が広がる地域も見られる。下流域はシルト・粘土を主体とし

た氾濫原である三角州性低地が大部分を占めている。 
また、流域内の最高標高は50m程度である。 

 
地質：流域の表層地質は、概ね洪積世、沖積世に形成されたもので

ある。中流から上流にかけては未固結の礫層を主とする地域が

広がる。下流域は未固結の砂層を主とする地域である。一部、

中流の左岸域に半固結の砂層及び泥岩の地域が見られる。 
下流部の砂層は沖積世に形成されたものである。一方、中上流

部の礫層は洪積世の段丘と沖積世の礫層から成る。 
 

文献調査 文献名 なし 
現地調査の有無 有 ･ 無（実施日時   ） 聴取調査の有無 有 ･ 無 
調査結果等 
①河川・湖沼 
 

相川は、その源を三重県津市のほぼ中央に位置する農業用のため

池、風早池に発し、同市久居北口町・久居相川町を東流しながら天

神川、河口部で川関川、月見川等を合わせた後、伊勢湾に注ぐ。 

(2)水象 

②海域 
 
 

伊勢湾に流入する。 



 
調査の方法 気象庁電子閲覧室（気象庁HP）、平成19年度版三重県環境白書 (3)気象・ 

大 気 質

等 
調査結果  

気 温 ：津観測所 平成20年日平均：16.3℃ 

降水量 ：津観測所 平成20年合計：1703mm 

風 速 ：津観測所 平成20年平均風速：3.8m/s 

大気質 ：久居立成小学校 平成18年度 

   SO2(二酸化硫黄) 0.011ppm(日平均値の2%除外値)(○) 

    NO2(二酸化窒素)  0.023ppm(日平均値の98%値)(○) 

      SPM(浮遊粒子状物質) 0.081mg/m3 

(日平均値の2%除外値)(○) 

水 質 ：平成18年度 

        PH     BOD     SS       DO     大腸菌群数 

(mg/l)  (mg/l)   (mg/l)  (MPN/100ml) 

新相川橋   7.4    2.6      3       8.6      2.6E+04              

相川橋     7.6    3.9      3       9.6      3.6E+04 

東天神橋   7.5    3.8      2       8.6      2.6E+04 

騒 音 ：平成18年度 

久居総合支所 （C類型） 昼間55dB(○) 夜間45dB(○) 

津市垂水    (B類型)  昼間68dB(○) 夜間62dB(○) 

津市雲出本郷町(B類型)  昼間68dB(○) 夜間62dB(○) 

振 動 ：流域内調査地点なし 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



文献調査 文献名 

・平成 8 年度中小二級第 1012 分 2001 号二級河川相川河川水

辺の国勢調査報告書 平成9年2月（三重県） 

・県単河川局部改良工事 平成13年度 多自然型川づくり計

画検討業務委託 報告書 平成14年11月 

・平成15年度基幹二級第1012-分 2001 号 二級河川相川 天

神川河川水辺の国勢調査 報告書 平成16年1月 

・平成20年度基幹二級第1012-分2004号二級河川相川基幹河

川改修事業河川整備計画(環境・利水検討)業務委託 

現地調査 
の有無 

有 ･ 無（実施日時   ） 

河道内植生：平成 20 年 10 月 7

日～8日 

魚介類：平成8年8月23日～24

日、平成8年10月29日～30

日。平成 15 年 8 月 13 日,14

日,16日、平成15年10月16

日～17日。平成20年8月11

日～12日。 

動植物調査：平成 13 年 8 月 26

日、平成13年9月20日 

聴取調査の有無 有 ･ 無 

 
調査結果等 
 ①植物 

植生の概要：相川河道内の植生の特徴は、下流域は河口部及び国道 23
号上流右岸の引堤対象区間の堤内地にヨシ原が分布する。中流部

は、竹林やエノキなどを主とする河畔林が発達している。上流部

の草地にはイネ科、タデ科の植物が分布し、部分的にヨシ原も分

布している。 
天神川河道内の植生の特徴は、下流部は澪筋が形成されヨシやコガ

マなどが繁茂している。上流部の 1.4k 上流右岸の斜面には河畔林

が多く見られ、草地にはクズ、ススキ、カナムグラ、オイヌタデな

どの植物が分布している。 
    平成20年10月7～8日に行った植物調査では、96科342種類の

植物が確認された。  
貴重な植物個体：ウラギク、ナガボノワレモコウ、シオクグ 
貴重な植物群落：ヨシ群落 
 
 

(4)生態系

等 

 
②動物 

 
動物相の概要 

魚類：相川においては、平成9年、平成15 年及び平成20 年に「河川

水辺の国勢調査」として魚類調査が実施されており、支川の天神

川においても同時期に実施されている。 

   平成20年の「河川水辺の国勢調査」において夏期、秋期の調査が

行われており、16科36種の魚類が確認された。 

 鳥類：平成13年の鳥類調査で、相川では16種、天神川では4種を確

認した。 

 昆虫類：平成13年の調査で、カラスアゲハ、ハグロトンボなど4種を

確認した。 

貴重な動物：魚類：ゲンゴロウブナ、カネヒラ、メダカ、ヤリタナゴ 

      鳥類：コチドリ、ヒクイナ、オオヨシキリ、カワセミ 

 

 

 
 



文献調査 文献名 
津市教育委員会発行 津名所図会 
津市教育委員会 津市遺跡地図S63.3、 
旧久居市教育委員会 久居市遺跡分布地図 S59.3 

現地調査の有無 有 ･ 無（実施日時   ） 聴取調査の有無 有 ･ 無 
調査結果等 
 ①自然景観 

自然景観の概要：山地がほとんどないため自然植生は少ないもの

の、中上流域には河畔林が分布し、付近の田園風景と相まっ

て良好な景観を有しており、下流部の感潮・汽水域には干

潟・ヨシ原が形成されるなど、豊かな自然環境を有している。 
貴重な自然景観：特に無し 

②文化財、史

跡、名勝等 
史跡・名勝 
天然記念物： 
 
 
 
 
 
 
 
 
埋蔵文化財包蔵地：99箇所の埋蔵文化財が確認されている。 

(5)自然景

観・文化

財等 

 ③野外ﾚｸﾘｴｰｼ

ｮﾝ 
  他 

河川空間の利用としては、相川中流部で「散歩、サイクリング」や、

河口域で「魚釣り」などの利用が見られる。 
また、漁業権は設定されていない。 

(6)その他、

自 然 災

害等 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㎡ ㎡ ㎡ 棟 棟 棟 棟 千円 千円 千円 千円 mm

S44
梅雨前線豪雨

(6 20-7 14)
相川 相川 津市 普通 内水 0 2,000 2,000 12 0 0 12 508 36 0 544

S45
梅雨前線及び台風第２号

(6 10-7 18)
相川 相川 津市 二級 内水 0 0 0 6 0 0 6 89 5 0 94

S46
台風２３．２５．２６号
及び秋雨前線豪雨

(8 27 9 3)
相川 相川 津市 二級 内水 0 0 0 61 6 0 67 4,961 316 0 5,277

S47
台風第２９号

(9 26)
相川 相川 津市 二級 内水 0 0 0 77 5 1 83 7,256 463 0 7,719

S48
豪雨及び台風第２０号

(9 6-19)
相川 天神川 津市 二級 内水 0 110,000 110,000 22 1 0 23 1,695 108 0 1,8 3

S49
豪雨及び台風第２０号

(9 6 19)
相川 米津地区 津市 普通 内水 0 140,000 140,000 39 2 0 41 3,050 194 0 3,244

断続した豪雨
(7. 3-8.1)

相川 相川 津市 二級
有堤部
溢水

480,000 4,360,000 4,840,000 57 5 0 0 21,150 1,350 34,692 57,192

断続した豪雨
(7 3-8 1)

相川
高茶屋
地区

津市 普通 破堤 750,000 4,470,000 5,220,000 256 0 0 0 28,742 1, 34 54,339 84,915

台風第１７号と豪雨
(9.7-9.14)

相川 雲出地区 津市 普通 内水 2,996,000 51,000 3,047,000 5 0 0 5 2,327 148 37,2 3 39,728

台風第１７号と豪雨
(9.7-9.14)

相川
久居市街

地区
久居市 普通 内水 100,000 445,000 545,000 495 12 0 507 155,172 9,904 4,660 169, 36

台風第１７号と豪雨
(9.7-9.14)

相川 藤水地区 津市 普通 内水 528,000 68,000 596,000 17 0 0 17 7,459 476 20,631 28,566

台風第１７号と豪雨
(9 7-9 14)

相川
高茶屋
地区

津市 普通 内水 872,000 177,000 1,049,000 237 0 0 237 56,427 3,601 4,159 64,187

豪雨．落雷．風浪と
台風第１０号

(7.5-8.3)
相川 相川 津市 二級 内水 30,000 36,000 166,000 16 4 0 20 2,923 186 24,555 27,664

豪雨．落雷．風浪と
台風第１０号

(7.5-8.3)
相川 天神川 津市 二級 内水 375,000 141,000 516,000 20 0 0 20 2,127 35 7,300 9,562

豪雨．落雷．風浪と
台風第１０号

(7 5-8 3)
相川 月見川 津市 準用 内水 335,000 55,000 390,000 5 0 0 5 532 33 6,715 7,280

S62
豪雨

(9 2-9 5)
相川 相川 久居市 二級 内水 0 7,000 7,000 18 0 0 18 5,362 342 0 5,704

豪雨
(8.9-8.31)

相川
大字藤方

地区
津市 普通 内水 0 1,000 1,000 5 0 0 5 1,161 74 0 1,235

豪雨
(8 9-8 31)

相川
大字垂水

地区
津市 普通 内水 0 400 400 2 0 0 2 465 29 0 494

豪雨、台風第２０号
(9.24-10.1)

相川 相川 津市 二級 内水 0 600 600 3 0 0 3 0 894 0 894

豪雨、台風第２０号
(9.24-10.1)

相川 天神川 津市 準用 内水 0 300 300 1 0 0 1 0 1,789 0 1,789

豪雨、台風第２０号
(9.24-10.1)

相川 天神川 津市 準用 内水 0 3,000 3,000 10 0 0 10 0 27,743 0 27,743

豪雨、台風第２８号
(11.27-12.3)

相川 相川 津市 二級 内水 0 200 200 1 0 0 1 0 298 0 298

豪雨、台風第２８号
(11 27-12 3)

相川 天神川 津市 準用 内水 0 300 300 1 0 0 1 0 298 0 298

梅雨、台風第４、５、
６、７号、落雷・風浪

(5.21-8.12)
相川 天神川 津市 準用 内水 0 60,000 60,000 1 0 0 1 2,380 142 0 2,523 34

台風１４号・豪雨
(9.6-9.10)

相川 相川 津市 二級 内水 38,000,000 30,000 38,030,000 3 0 0 3 1,190 71 139 1,400 27

台風１４号・豪雨
(9.6-9.10)

相川 天神川 津市 準用 内水 30,000,000 90,000 30,090,000 4 0 0 4 3,570 214 27 3,811

豪雨・風浪
(11.10-11.15)

相川 相川 津市 二級 内水 2,000,000 130,000 2, 30,000 12 1 0 13 25,628 1, 37 28 27,194 57

豪雨・風浪
(11 10-11 15)

相川 天神川 津市 準用 内水 0 130,000 30,000 8 2 0 10 6,667 400 0 7,067

台風２１、２４号及び前線
9.11- 9.22)

相川 相川 津市 二級 内水 0 100 100 1 0 0 1 375 22 0 397 44

台風２１、２４号及び前線
9.11- 9.22)

相川 天神川 津市 二級 内水 0 700 700 3 0 0 3 2,628 157 0 2,785

台風２６号
(9 27-10 1)

相川 相川 津市 二級 内水 0 100 100 1 0 0 1 375 22 0 397 22

豪雨
5.10- 5.16)

相川 相川 津市 二級 内水 0 240 240 2 0 0 2 929 55 0 984 32

豪雨
5 10- 5 16)

相川 天神川 津市 準用 内水 0 1,440 1,440 8 0 0 8 5,5 3 334 0 5,907

H9
台風第9号及び豪雨

(7 25-7 29)
相川 相川 津市 二級 内水 0 100 100 1 0 0 1 380 22 0 402 15

豪雨及び台風第5号
(9.14-9.18)

相川 相川 津市 二級 内水 0 280 280 4 0 0 4 3,142 0 0 3,142 57

豪雨及び台風第5号
(9 14-9 18)

相川 相川 津市 二級 内水 0 140 140 2 0 0 2 1,571 0 0 1,571

豪雨
(4 9-4 11)

相川 相川 津市 二級 内水 0 350 350 5 0 0 5 3,926 0 0 3,926 51

豪雨
(9.3-9.4)

相川 相川 津市 二級 内水 0 420 420 6 0 0 6 4,711 0 0 4,711 60

豪雨
(9.3-9.4)

相川 相川 久居市 二級 内水 0 34 134 2 0 0 2 1789 0 0 1789

台風16･18号及び豪雨
(9 3-9 25)

相川 相川 久居市 二級 内水 0 109 109 2 0 0 2 1,619 0 0 1,619 25

H12
豪雨及び台風１４号

(9 8 9 18)
相川 相川 津市 二級 内水 0 1,510 1,510 19 0 0 19 64,860 11,247 0 76,107 38

H15
台風４号
(5 27-6 1)

相川 相川 津市 その他 内水 0 110 110 1 0 0 1 522 0 0 522 9

H12
豪雨及び台風１４号

(9 8-9 18)
相川 相川 津市 二級 内水 0 1,510 1,510 19 0 0 19 64,860 11,247 0 76,107 38

H15
台風４号
(5 27 6 1)

相川 相川 津市 その他 内水 0 110 110 1 0 0 1 522 0 0 522 9

H16
台風２１号
(9 28-10 1)

-
河川海岸

以外
津市 その他 内水 15,738,000 35,028,632 50,766,632 1,749 797 5 2551 25,090,200 1,328,612 2,000 26,420,812 79

H17
豪雨及び台風１４号

9 3?9 8)
-

河川海岸
以外

津市 その他 内水 0 1,171 1,171 10 4 0 14 23,592 508 0 24,100 79

※ 雨量の観測所は、H5～H9：小野江、H10～：藤方である。
※ H16及びH17は内水被害があったことが津市全域として整理されており、相川流域の被害は不明

農作物
一般資産

合計
棟数全半
壊流出

棟数計 一般資産 営業停止
水害面積宅地

その他
水害面積計 棟数床下 棟数床上１市区町村名 河川種別

水害原因
1(代表)

水害面積
農地

H11

H6

H7

S 3

H2年

H5

H10

最大
時刻雨量

S49

S51

S57

年度 異常気象名 水系沿岸名 河川海岸名

指定 種別 名称 所在地 所有者 告示日

① 国 文 成唯識論述記巻第九本 附 巻第二本残巻 津市大字垂水874 坂口 茂 19490218（S24)

① 文 御野国加毛郡半布里大宝二年戸籍断簡 津市大字垂水874 坂口 茂 19780615（S 3)

① 県 建 石造板五輪塔 津市久居元町 賢明寺 19 30507（S28)

② 彫 木造大日如来坐像 津市大字垂水831 成就寺 20 3 317 H15)

③ 彫 石造地蔵菩薩坐像 正和三年八月二十九日の銘がある 津市牧町304 宝樹寺 19 30507（S28)

④ 彫 石造地蔵菩薩立像 正和三年八月の銘がある 津市川方町412 栄松寺 19 30507（S28)

⑤ 書 紙本墨書結城神社文書 津市藤方2348 結城神社 19 30507（S28)

⑥ 書 古文書（貞観五年民部省勘文案ほか）一巻一幅 津市大字垂水874 坂口 茂 1975 327（S50)

① 市 建 雲出小学校旧校舎玄関 津市雲出本郷町 津市 19750217 S50）

② 建 石造五輪塔 津市久居元町 真光寺 19760715（S51)

③ 建 賢明寺山門 津市久居元町 賢明寺 19810401（S56)

④ 彫 木造大日如来坐像 津市大字垂水831 成就寺 20021205 H14)

② 彫 石造地蔵菩薩立像 津市久居元町 真光寺 19760715（S51)

⑤ 彫 木造地蔵菩薩立像 津市久居元町 極楽寺 19760715（S51)

- 彫 仏足石 津市久居野村町 玄甫庵 19810401（S56)

⑤ 彫 木造阿弥陀如来坐像 津市久居元町 極楽寺 1987 331（S62)

⑤ 彫 木造釈迦如来立像(清涼寺式) 津市久居元町 極楽寺 1987 331（S62)

② 彫 木造地蔵菩薩立像 津市久居元町 真光寺 1987 331（S62)

⑥ 彫 木造阿弥陀如来坐像 津市戸木町 蓮蔵寺 1987 331（S62)

③ 彫 木造如意輪観音菩薩坐像 津市久居元町 賢明寺 19880523（S 3)

③ 工 銅灯籠 津市久居元町 賢明寺 19740801（S49)

⑦ 書 古文書 八幡町文書 津市八幡町藤方2339 八幡町 20011205 H13)

- 史 雲出井 津市高茶屋小森町1428-1 雲出井土地改良区 19720620（S47)

⑧ 史 池の谷古墳 津市大字垂水字池の谷2772 津市 19800421 S55）

⑨ 史 木造城阯 津市木造町 津市 19740801（S49)

⑩ 天 そてつ 津市雲出島貫町883 円福寺 19651220（S40)



４ 事業計画の検討内容（複数案比較） 

 事業計画案 比較検討（Ａ案） 比較検討（Ｂ案） 
(1)計画の概

要 
 

河道改修案 
ネック地点である近鉄

橋梁部について、橋梁架

け替えを行い、河道を改

修する。 

遊水地案 
近鉄橋梁の流下能力を超

過する計画流量分を遊水

地によって調節する。 

放水路案 
近鉄橋梁の流下能力を上

回る計画流量分を放水路

により雲出川に放流す

る。 
(2)環境評価（＊左欄に◎○△を相対評価で記入し、右欄に評価の理由を記入） 
 ①循環を貴重とした持続的発展が可能な社会の構築 
 ②人と自然が共にある環境の保全 
 ③やすらぎとうるおいのある快適な環境の創造 
①-1 
地球温暖化

防止 
 

○ 中流部の河畔林が

河道拡幅により減

少するが、片岸拡幅

にすることにより

河畔林が残るため、

温暖化への影響は

少ない。 

△ 遊水地箇所を掘削

するため、現況植生

が一時的に失われ

るため、温暖化への

影響は事業計画案

に比べ大きい。 

○ 地下管路であるた

め、工事実施の際

に開削が必要であ

るため、現況植生

が一時的に失われ

る。 

①-2 
廃棄物対策 
 

○ 建設発生材につい

て、再資源化が可能

なものについては

再資源化処理施設

に搬入し、最終処分

が必要なものにつ

いては適正に処理

する。 

○ 建設発生材につい

て、再資源化が可能

なものについては

再資源化処理施設

に搬入し、最終処分

が必要なものにつ

いては適正に処理

する。 

○ 建設発生材につい

て、再資源化が可

能なものについて

は再資源化処理施

設に搬入し、最終

処分が必要なもの

については適正に

処理する。 

①-3 
生活環境の

保全 
 

○ 工事において、低公

害車の使用、アイド

リングの禁止、濁水

の流出防止に努め

る。 

○ 工事において、低公

害車の使用、アイド

リングの禁止、濁水

の流出防止に努め

る。 

○ 工事において、低

公害車の使用、ア

イドリングの禁

止、濁水の流出防

止に努める。 

①-4 
その他重点

項目 
 

－ － － － － － 

②-1 
野生生物等

の生育空間

の確保 

○ 陸域では、改変の程

度を低減し、現況を

多く残すこと、水域

では、基本的に現況

の澪筋を大きく改

変しないことによ

り、瀬・淵を残すた

め、野生生物等の生

息空間への影響は

小さい。 

△ 遊水地箇所を掘削

するため、現在の環

境は変化する。 

◎ 地下管路であるた

め、野生生物等の

生息空間への影響

は少ない。 

②-2 
希少な野生

生物の保護 

○ 工事実施前に希少

な野生生物が確認

された場合は保護

に努める。 

○ 工事実施前に希少

な野生生物が確認

された場合は保護

に努める。 

○ 工事実施前に希少

な野生生物が確認

された場合は保護

に努める。 



②-3 
地形、地質等

の改変の抑

止 

△ 河道掘削を行うた

め、地形の改変は大

きい。 

△ 遊水地箇所を掘削

するため、地形の改

変は大きい。 

◎ 地下管路であるた

め、地形、地質等

の改変への影響は

少ない。 

②-4 
その他重点

項目 
 
 
 

－ － － － － － 

③-1 
緑化、周辺景

観との調和 

△ 河道掘削を行うた

め、地形の改変は大

きい。 

△ 遊水地箇所を掘削

するため、地形の改

変は大きい。 

◎ 地下管路であるた

め、地形、地質等

の改変への影響は

少ない。 

③-2 
親水等、ふれ

あい空間づ

くり 

○ 関係機関や地域住

民と連携、川に近づ

くための階段等の

整備により、親水

等、ふれあい空間づ

くりが可能。 

○ 遊水地の公園利用

などにより、ふれあ

い空間づくりが可

能。 

△ 地下構造物である

ため、親水等、ふ

れあい空間づくり

は困難である 

③-3 
その他重点

項目 
 

－ － － － － － 

④上記以外

の特記事

項 
 

○ ・近鉄の仮線敷設の

上、工事が必要で

あり、用地が必要 
・調節施設案に比べ

て河道改修量が大

きくなる 

△ ・広域な用地が必要

であり、土地利用

上、一箇所で用地

を確保すること

ができない 
・掘削が必要。現在

開発が進んでいる

地域でもあり、用

地確保が困難 

△ ・開削による水路

設置は土地利用

上困難 
・道路下利用は交

通量が多い道路

であり、工事によ

る影響が大きい 
・延長が長く、維

持管理上課題も

考えられる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５ 事業計画案の環境配慮に係る評価 

長所 ・河道改修により、既設横断構造物の改築が必要となるため、縦断的な連続性

は確保される。 
・多様な生物の生息場である中流部の河畔林は、片岸を残す事により野生生物

等の生息空間への影響を低減できる。 
・現在、左右岸の河畔林により河道が見えない区間が存在するが、片岸拡幅に

より河道が見えるようになる。 
短所 ・ 河道改修という事業のため、生物(とくに水生生物)への影響は多少なりとも

発生するものと考えられる。環境保全のための措置として、改修にあたって

は、現状と同様な河床材料を用いて復旧し、瀬淵の復元・河床の多様化に努

める。 
会議で調整

を要する事

柄 

 

 




